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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 令和元年度第３回長岡市公立大学法人評価委員会 

２ 開催日時 令和元年７月26日（金）午前11時00分から午後12時00分まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡西棟３階協働ルーム 

４ 出席者名 

（委 員）中村委員長  

山崎委員 

草間委員 

高橋委員 

槇委員 

（事務局）長岡市地方創生推進部 渡邉部長 

長岡市政策企画課 大矢課長 

     長岡市政策企画課 河上課長補佐 

     長岡市政策企画課 林係長 

     長岡市政策企画課 吉原主任 

５ 欠席者名 なし 

６ 議事 
（１）平成30年度業務実績に関する評価書（事務局案）について 

（２）第２期中期目標案について 

７ 審議結果の概要 委員からのご意見を踏まえ、評価書を修正することとなった。 

８ 審議の内容 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

事務局・地方創生

推進部長 

 

本日は、お忙しいところお集まりいただきまして誠にありがとうご

ざいます。ただいまから、令和元年度第３回長岡市公立大学法人評価

委員会を開催いたします。 

 それでははじめに、渡邉地方創生推進部長よりご挨拶申し上げます。 

 

（渡邉部長挨拶） 
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事務局・政策企画

課課長補佐 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

本日の評価委員会は、委員５名全員が出席されておりますので、長

岡市公立大学法人評価委員会条例第５条第３項の規定を満たしている

ことをご報告いたします。 

 それでは、これより議事に入ります。中村委員長に進行をお願いし

たいと思います。中村委員長、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、進行を務めさせていただきます。 

議事を進める前に、議事録署名人を決めたいと思います。今回は、

草間委員と槇委員のお二人にお願いしたいと考えておりますが、よろ

しいでしょうか。 

 

（草間委員、槇委員了解） 

 

 それでは議事に入ります。今回の議事は２件予定されています。 

 １つめは、平成 30年度業務実績に関する評価書（事務局案）につい

てご意見を伺うものです。前回の評価委員会では、大学の自己評価に

ついて、大学側から説明を聞き、意見交換を行いました。本日は、前

回の内容を踏まえた事務局案について審議を行い、委員会として意見

をまとめていきたいと思います。 

 ２つめは、第２期中期目標案についてご意見を伺うものです。第１

回評価委員会の内容を踏まえて、事務局で第２期中期目標案を作成し

ています。これについて、委員の皆様に審議していただきます。 

 

 それでは、議事（１）平成 30年度業務実績に関する評価書（事務局

案）について、事務局から説明をお願いします。 

 

（資料１、２に基づいて説明） 

 

 

ありがとうございました。委員の皆様からご質問等ありましたらお

願いします。 

これまでの委員会での議論と、矛盾するところは無いのではないか

と思います。大学側でｂ評価としたところを、a 評価とする項目があり

ますが、いかがでしょうか。 

 

 良いと思います。 
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委員長 

 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

その他、皆様から何かございますか。 

それでは、今の議論を基に事務局で評価書の作成を行ってください。 

 

 次に、議事の２つめ、第２期中期目標案について、事務局から説明

をお願いします。 

 

（資料３、４－１、４－２に基づいて説明） 

 

 

ありがとうございました。議員からのご意見や、市民からの反応を

含めて説明していただきました。いかがでしょうか。 

 

外部資金のところは重要だと思います。寄付金というのは第１期も

入っていましたが、大学に寄付をした場合、税金の控除はあるのでし

ょうか。何もないと、企業の方としても寄付をしにくいのではないで

しょうか。 

 

学校への寄付の場合、税の控除というのはあると思います。 

 

具体的な事業まで特定する必要があるのでしょうか。 

 

そこまでは求めないのかもしれません。 

ただ、この目的で寄付を集める、というのがなければ企業としても

出しづらいかもしれません。 

 

他団体の例ですが、かなり難しい目標を設定して、それがいつまで

も実現できない、といったことがあります。今まであったという理由

で挙げて、実現できないということになる可能性もあると思います。 

 寄付金という表記は良いですが、実際には難しさもあると思います。 

 

大学としてこのように取り組むべき、という内容が記載されていて、

全体として、修正された内容は良いと思います。 

 

資料４－２は、市民にもわかりやすいです。大学に求められること

が書いてあり、ぜひ推進してほしいです。また、地域との結びつきと

いう部分は何より必要だと思います。 
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委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局・地方創生

推進部長 

 

右上の絵のところ、３大学１高専と入っているのは、長岡らしいと

ころです。 

 

３ページの学生支援のところですが、健康管理など、学内外のこと

について記載していただいて、良かったと思います。 

（評価書案の５ページ及び 19 ページに記載のある）「女子学生が多く

在籍することに配慮しながら、様々な問題に対応できるように」とい

う、その様々な問題が何か、というのがより具体的にわかると良いと

思います。 

男性が多いので、なかなか発言もしづらく、積極的に対応できない

こともあると思います。少し具体的な記載があるとわかりやすいので

はないかと思いました。 

 

資料４－１の三角形の図があるうち、中期目標は一番上の部分です。

中期目標でもしっかり記載はするけれども、具体的な内容については、

中期計画に記載していくことになると思います。中期計画では、是非

反映をしていただきたいと思います。 

 

（年度評価に戻って）業務実績のところで、ヤングアート長岡、フ

ァッションショーは情報公開の項目にありますが、市民とのつながり、

という点で地域貢献に含まれるのではないでしょうか。 

  

業務実績では、36ページ、項目 89に記載されていますが、資料４－

２では、ヤングアート長岡は地域貢献の分野にも記載されていますの

で、情報公開というのは、もう一つの区分として記載されているので

はないでしょうか。 

 

地元の学生を積極的に採用する、というのは入試の項目ではなく地

域貢献のところにでてきます。どこに分類するかは難しいところです。 

 

卒業した留学生を、就職や研修等で受け入れる仕組みはあるのでし

ょうか。 

 

卒業生は、就職する人もいますが、その多くが帰国します。そうい

った人たちとのつながりを継続していこうという動きはあります。具

体的な動きはまだですが、帰国した学生を、高度人材として受け入れ
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

事務局・政策企画

課課長 

 

事務局・政策企画

課課長補佐 

 

られないか、とうことを検討しているところです。 

 

他に、何かありますでしょうか。 

では皆様、いろいろとご意見をいただき、ありがとうございました。

委員の皆様の意見を基に、事務局で修正をお願いいたします。そして、

評価書案、中期目標案を大学側に通知していただきたいと思います。 

 

議事については、これで終了いたします。議事の進行にご協力いた

だき、ありがとうございました。進行を事務局にお返しします。 

 

中村委員長、ありがとうございました。 

次第の３、その他について、事務局からご連絡いたします。 

 

（次回会議日程を説明） 

 

 

それでは、以上を持ちまして「令和元年度第３回長岡市公立大学法

人評価委員会」を終了いたします。 

ありがとうございました。 

上記議事録は、その記載内容が事実と相違ないことを確認し、ここに署名する。 

 

 

委   員 

 

 

委   員 

 

 

９ 会議資料 

○ 次第・出席者名簿 

○ 資料 1  平成 30年度業務実績に関する評価書（事務局案） 

○ 資料 2  平成 30年度業務実績評価書の補足説明資料 

○ 資料 3  第 2期中期目標案 

○ 資料 4-1 第 2期中期目標の策定について 

○ 資料 4-2 第 2期中期目標のポイント 

 


